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No.690千葉の子どもたちの未来のために

外国人児童生徒等教育の実際

表紙写真について
野田市立柳沢小学校　「森からの帰還」

森の清掃活動が終わり、それぞれ森の戦利品を掲げて
意気揚々と引き上げていく子供たち。
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　○提　言
土佐工業株式会社　代表取締役社長 柴田　久恵

『千葉教育』桜（No.691）
◆特集　学校・家庭・地域の連携
○シリーズ　現代の教育事情
　県教育庁教育振興部生涯学習課
　県立九十九里高等学校
　県立飯高特別支援学校

○提言　
　株式会社キミカ　技術開発部リーダー　 森　結花
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道　　標
　「増加する外国人児童生徒等への教育の在り方に
ついて」（令和３年１月、中央教育審議会答申）に
おいて、基本的な考え方として、「外国人の子供た
ちが共生社会の一員として今後の日本を形成する存
在であることを前提に、関連施策の制度設計を行う
ことが必要であること」「キャリア教育や相談支援
を包括的に提供することや母語・母文化の学びに対
する支援に取り組むこと」「日本人の子供を含め異
文化理解・多文化共生の考え方に基づく教育の更な
る取組」が示された。
　本県においては、令和３年３月に「千葉県外国人
児童生徒等教育の方針」が策定され、それを基に各
学校において、外国人児童生徒等教育を推進してい
るところである。

　令和６年８月には「令和５年度　日本語指導が必
要な児童生徒の受け入れ状況等に関する調査」（文
部科学省）の結果が公表された。これにより、日本
語指導が必要な児童生徒が69,123人であることが明
らかになった。日本語指導が必要な児童生徒数は
年々増加し、平成20年度は33,470人、平成30年度は
51,126人であり、平成20年からの10年間で約1.5倍、
平成30年からの５年間で約1.35倍となっている。そ
してその多くが外国籍の児童生徒である。
　本号では、外国人児童生徒等教育の現状を踏ま
えながら、県内の実践を紹介する。日本人と外国
人の子供が共に学ぶ、活力ある共生社会の実現の
ために取り組んでいる学校の一助となれば幸いで 
ある。

【お詫びと訂正】梅号裏表紙の執筆者名に誤りがありました。お詫びしますとともに、次のとおり訂正します。
　　　　　　　　（誤）宮﨑　慎伍　→　（正）宮﨑　信伍


